
竹田市立南部小学校 1年生 １２月～１月  単元名「かぞく にこにこ 大さくせん」（８時間 ）             

単元目標 

 

家庭生活に関わる活動を通して，家庭での楽しみ，家庭における自分の生活や役割などについて考えることができ，家庭での生活は互いに支え合って

いることがわかり，家族の一員として，自分の役割を積極的に果たしたり，規則正しく健康に気をつけて生活したりすることができるようにする。 

内容 学校・家庭及び地域の生活に関する内容  （２）家庭と生活  
自分自身の生活や成長に関する内容     （８）生活や出来事の伝え合い （９）自分の成長 

幼児教育からの
つながり 

 

 

 
【学びのプロセス】＊○数字は，何時間目かを表す 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指
導
上
の
留
意
点 

◇家庭との連携 

   家族生活に関わる活動が主となるため，通信等で家庭へのお願いを知らせ，家庭へ協力を働きかけ，活動の意欲が続くようにする。 

◇継続した取組ができるように，「朝の会」やカードのコメント欄を活用して，実践の進捗状況を確認したり，励ましの言葉かけをしたりする。 

◇取組の状況や自分の成長に気付けるように，『かぞくにこにこ大さくせん』カード等に記入して，ポートフォリオとして活用する。 

◇道徳科の「家族愛，家庭生活の充実」や学級の係活動等と関連した指導を行う。 

本単元を 
通して育つ
資質・能力 

《知識・技能》 
家庭生活に関わる活動を通して，家庭での生
活は互いに支え合っていることがわかってい
る。 

《思考力・判断力・表現力等》 
家庭生活に関わる活動を通して，家庭における家
族のことや自分でできることなどについて考えてい
る。 

《学びに向かう力・人間性等》 
家庭生活に関わる活動を通して，自分の役割を積極的
に果たしたり，規則正しく健康に気をつけて生活したり
しようとしている 

自分の 1日を見つめよう ① 

おうちの人の 1日を見てみよう ② 
 

自分と家族の 1日を比べよう③ 
 

どんなことに気付いたかな？ 

おうちの人はどんなことを
しているのかな？ 

・ぼくたちのため 
・元気でいてほしいから 

 
 

みんなが元気で気持ちよく過ごせるた
めなんだね。みんなはどうしたい？ 

・手伝いたい 
・できることをしたい 

できることに挑戦しよう ④⑤ 

どんな仕事があるかな？ 

チャレンジする仕事がそれでいいか
おうちの人とも相談しようね。 

挑戦する仕事を決めよう 

安全で，毎日無理なくできるものを選ぼう 

朝の会で継続的に声かけ 
＊「おうちの人からの一言」紹介 
＊各自のしていることの紹介 

挑戦したことを振り返ろう ⑦ 

挑戦していることを友達と教え合おう ⑥ 

どんな仕事をしているのかな？ 

どんなふうにしたらいいのかな？ 

・おふろ掃除は中に入って
見えないところまでする 
・洗濯物を干すときは，ハ
ンガーを目の高さにする 
・包丁はネコの手を使うと
いいよ          など 

 

・みんな大変  ・コツがおもしろい 
・友達のコツがわかった！ 
・友達のコツも使ってがんばろう！ 

 
・ 
 
 
 
 

・難しかった ・毎日やるのは大変だった 
・楽しかった ・上手にできるようになった 
・喜んでもらえた 
・ぼくは１個だけど，おうちの人は何個もしてる 
 
 

 おうちの人に手紙を書こう ⑧ 

どんなことを書いたらいいかな？ 
・わかったこと    ・できるようになったこと 
・ありがとうの気持ち 

みんなはどんな１日を
過ごしているかな？ 

「家族がにこにこしているときって，どんなときかな？」という問いかけに，「みんなで話しているとき」「字をきれいに書いたとき」「洗濯物をたたんだとき」「食器を持って
行ったとき」などと，子どもたちから考えが出された。「おうちの人がにこにこしているとうれしいね。」「にこにこしてもらいたいな。」との思いや願いから，『かぞくにこにこ大
さくせん』を行うことになった。家族の様子を知るために，まずは自分たちが家でどんなことをしているかを見直すことになった。 

 

「かぞくにこにこ大さくせん」をしよう 

・ゲームを少なくしたい  
・早寝・早起きをしたい 
・自分のことが多い 
・お手伝いした方が 
いいな 

 
 

・ 
 
 
 
 

家庭との連携 
通信で次のことを知らせる 
＊おうちの人がしていることをこっ 
そり子どもたちが調べること 

＊チャレンジする仕事について子ど
もと話し合ってもらう（安全で継
続できるもの） 

＊家庭での取組が継続できるよう
な言葉かけをする 

＊カードに「おうちの人からの一
言」を記入する 

などのお願いを 

ご飯づくり，お皿洗い，そうじ，
洗たく，洗たく物たたみ， 
買い物，おふろ・・・ 
（２０こ出される） 

 
・ 
 
 
 
 

『かぞくにこにこ大さくせん』を通して，できるようになったことや感謝されることに喜びを感じたり，
自信をもったりする姿が見られた。家族の一員として，子どもたちは，その後も，おうちの人と話し合い
ながら，自分のできることを続けている。 

  

どんなことに気付いたかな？ 

おうちの人は 
・たくさん仕事を 
している  
・やることが多い 

 
 
 
 

・２０こもあってびっくり！ ・全部して大変  
・僕たちのためにすごい ・手伝いたい 
・がんばっている 

 
 

 
・ 
 
 
 
 

どうしてがんばっているのかな？ 

・ご飯たき ・料理  
・そうじき  ・おふろそうじ 
・洗たく 
（干す，入れる，たたむ） 
・食器（運び・洗い）など  

・手伝いを続けたい 
・おうちの人に，「ありがとう」と
言いたい 
・おうちの人に手紙を書きたい
な 
 

 
 

 

自立心 社会生活とのかかわり 
 

健康な心と体 
 


